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Chapter 11

NEXRAD and TDWR



NEXRAD ：Next generation radar（次世代レーダードップラーレーダ）
軍事レーダ＞1950年代から気象用レーダが開発された＞X-bandレーダ＞

アメリカ気象局S-bandレーダ（1957年）
1979年ドップラレーダを気象ハザード識別のため調査が指揮された．
1982年 米国気象局，大気気象局，海軍海洋学司令部がNEXRADの取得を
始めた．仕様Appendix D？ 機能：非クラッター，非エイリアス（ナイキ
スト周波数・オーバーサンプリング・・レンジが広がる．

暴風進路アルゴリズム
出力の例
3月21日 2108 雨量



Color図16が1991年3月
21日に0533 UTCから
2204のUTCまでデータ

15分インターバル



ノースダコタ カナダからミ
ネソタへの多数の夏の雷雨

同じ嵐のドップラー速度フィールド
緑：接近 赤：後退



1997年7月19日に上陸してゆっくり
儲かったので、カラー図19はモービ
ル、アラバマ、WSR-88D検出され
るあるハリケーン

ナッシュビル、テネシー、1995年8
月12日 UTC 1108 中心昆虫，
ドーナッツは鳥



雨量推定ができる．
VAD ウインドプロファイルを作成できる．



NEXRAD設置状況

NEXRAD

気象と大気のレーダーリモートセンシング，京都大学学術出版会,2005



NEXRAD NEXRAD

気象と大気のレーダーリモートセンシング，京都大学学術出版会,2005



TDWR   : Terminal Doppler Weather Radar 5.6GHz帯
空港気象ドップラレーダ 5.6GHz帯

気象と大気のレーダーリモートセンシング，京都大学学術出版会,2005



気象と大気のレーダーリモートセンシング，京都大学学術出版会,2005



等をNEXRAD：観測範囲はレーダーから230キロメートル（140マイル）まで62
ノット（71mph、115km/h）です．

TDWR：ビームは狭く、角度分解能は0.5度、ピーク電力は250 kWです。反射率
では、距離の分解能はレーダーから135キロメートル（84マイル）以内で150
メートル（500フィート）、レーダーから135キロメートル（84マイル）から460
キロメートル（290マイル）では300メートル（1,000フィート）で，空港周辺の
マイクロバーストなどを検出する．


